
政 宗 は 敵 な り ！ 

大崎地区の奥州探題推定履歴表 

履 歴 名 前 居 住 地 主 な 出 来 事 備 考 

初代 家兼 

？？？？ 

１３５６ 

多賀城近郊か 

師山城 

１３５４斯波大崎家兼、奥州管領就 黒川郡とも言われてま

す 

２代 直持 

１３２７ 

１３８３ 

師山城 １３９２陸奥出羽鎌倉府の直轄で奥州管領制廃

止となる。 

 

３代 詮持 小野城に移行 （現大崎市古川小野） 

この頃河内５郡の支配となる 

幕府直轄から鎌倉府の直轄支配下に移行 

１４００斯波詮持、奥州探題就任 

伊達氏とともに関東武士の鎌倉府と対立 

 

４代 満持    

５代 満詮  この頃から大崎氏と名乗るようになった 

弟持直が名生城主に入る？？ 

 

６代 持兼    

７代 教兼  １４６７京都において「応仁の乱」 

１４６８大崎領内乱教兼内ヶ崎へ亡命 

別名山科教兼とも言われ、探題職のピークか 

徐々に伊達氏が勢力拡大してくる                        

 

８代 政兼    

９代 義兼 

？？？？ 

１５２９ 

中新田城移行 （加美町中新田） 

１４８８義兼上洛して足利義尚に謁見 

 

１０代 高兼 

？？？？ 

１５３０ 

   

１１代 義直 

１５１４ 

１５７７ 

 この頃大崎小判が発行された？？ 

１５２３義直、葛西胤信と佐沼戦う 

１５２５伊達稙宗は陸奥国守護職に任じられ左

京大夫 

１５３４新田頼遠が加美に籠もり、義直に対し

反乱を起こす。 

１５３６伊達稙宗、義直の要請で出陣し、反乱軍

の古川城主古川持熙の自刃、岩手沢城主氏家直継

の降伏、新田頼遠の逃亡により大崎天文の乱終息 

 



１５４３伊達氏の天文の乱で義直と義宣が対立 

１５４５義直奥州探題 

１５５５伊達晴宗奥州探題 

１２代 義宣 

１５２０ 

１５５０ 

 （１２代に入れない場合もあるようです）  

１３代 義隆 

１５４８ 

１６０３ 

中新田城 

名生城？ 

新井田城？ 

（現大崎市古川東大崎、新井田） 

１５８８大崎合戦で伊達を破るが和睦で降参 

１５９０大崎一揆で、大崎領没収で大崎家事実

上の消滅へと進む 

会津で蒲生氏郷氏（レオン）の影響でキリシタ

ンとなる 

蒲生氏亡き後会津の直江氏の配下となる 

その後最上家に移ったとも言われていますが 

拉致軟禁で新井田城

へ？ 

１４代 義興    

     

 

１３代義隆頃の時本拠地が名生城といわれていますが果た

していつ頃拠点を移したか不明？ 

  大崎合戦の直前あたりと思われるが？ 

大崎合戦の時も伊達軍は中新田城を目指してきて戦った。 

  中新田までは戦らしい戦いはないので本丸中新田城を

目指したと思われるが？ 

  この時義隆は新井田城、子の荘三郎は中新田にいたと思

われるが・・・・・・ 

大崎一揆の時は蒲生氏郷が名生城を陥落させたが、この時は

大崎でなく一揆勢（旧大崎家臣団等） 

  大崎義隆はこの頃上洛してお家再興を秀吉に願い出て

いた。 

状況からすると大崎市の名生城は本拠地として利用されていたのはほんの一時のような気がします。 

 

奥州探題職とは軍事指揮権、官途推挙、税の徴収等か 
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